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ボウル法の成果を左欄の検査結果と照合しながら評価すれば、治療の阻害因子が浮かび上がってきます。これらの標的を効率よく修復するには、
的確で詳細な患者情報、加えて鋭く問題点を切り込む手立てが必要です。右欄に挙げた一連の治療ツールはその代表的な治療法の例です。
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